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市町村担当者が困っていること

•地域包括ケアシステムの構築をどう評価したら
「できた」ことになるの？
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事業評価のほとんどがこの段階で
とどまっている

・そもそもどの指標を使うとよいか分からない
・重点課題がいつも同じ
・担当者が代わるため経年比較ができていない
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{塩見ら. 保健師が行う地域アセスメントに関する文献レビュー －2005年～2015年の和文論文をもとに－. 兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発研究所紀要. 2019; 26:103-15.

【研究として】
：行政が保有しているデータを活用する方法
：行政・関係機関・住民が課題共有して解決に向けていける力をつける
（コミュニティエンパワメント）

インセンティブ交付金の得点は地域包括ケアシステム構築ができたか？を市町村・
都道府県が確認するツールの１つとして使えるのか？

橋渡し研究的





②住民の役職者に使う場合市町村職員向け地域診断研修資料から抜粋



Ｍ市Ａ地区介護予防事業「お寄りまっせ」に至る経過
地域診断から実施までの一連の力を付ける

①地域診断←機会の提供
②課題共有
③共通認識の形成
④実施
⑤評価（一緒に）
⑥繰り返し



評価
通いの場参加者は健康になっているのか？どのような内容を展開していくとよいのか？



例：努力支援交付金の目標Ⅰー2 アウトリーチ等の取り組み状況
市町村によって取組む内容が異なってくる

細項目の得点状況から市
町村の優先課題が分かる

【状況の判断】
目標Ⅰのアウトリーチ等の取り組み状況
・安八町は得点が獲得できているが、さらに伸ばすとしたら
「ポイント事業参加者の健康状態をデータベース化できる」
とよい。
・一方で瑞穂市は、「通いの場への参加促進を図るための
課題分析」から始めないといけない。


